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（指導上のポイント） 

◆児童が危険と考えた理由について

も発表させる。 

◆絵の中で考えられる危険の他に、

２次災害として、土砂災害（地すべ

り、土石流、がけ崩れ）液状化現象

などが考えられるが、地域の実情に

応じて追加する。 

◆各自が外出時によく行く場所で、

どのような危険が発生するかを考え

させる。 

◆絵の場所での危険回避方法につい

ても考えさせる。 

◆津波のおそれのある場合や津波警

報が発表され浸水被害の危険がある

場合は高台へ、土砂災害等の危険が

ある場合は危険箇所をあらかじめ知

っておき、危険箇所から離れた場所

へ避難することを指導する。 

【発展問題】 

○地震後、けがをしている人や火事をみつけた時、どのよう

なことができるでしょうか。 

（回答例）近くの大人を呼んで助けを求める。119番に電話

する。声をかけてけが人を励ます。 

 

 

道路陥没、ビルの外壁看板の落下、

商店の倒壊、火災発生、電車の脱線、

橋の崩壊、津波の発生 など 
 

 

 

（次年度以降の展開例） 

・ 地域の地図を用意し、自分がい

る場所で、どのような危険が発

生するかを考えさせる。 

・ 休日に家族などと出かけた時

に、そこで地震が起こったらど

うするかを家族と話し合う。 

などが考えられる。 

｢４ 外出中に大地震が起こったら｣ 

学習のねらい：１．場所ごとに、さまざまな危険が考えられることを認識する。 

２．状況ごとの適切な危険回避の方法を理解する。 

３．避難場所や避難時に注意すべきことを理解する。 
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遊園地 

座席を上げしゃがみ、

頭を守る。 

 

 

照明の落下 

 

 

映画館 

 

 

手すりにつかまる。 

乗り物から離れる。 

 

 

 

 

 

 

電車の急停止 電車 

 

 

乗り物の落下 

 

 

（確認） 

外出先にはさまざまな危険があ

ることを知り、危険を回避したあ

とで、知り合いがいない可能性が

高い中、どうすれば無事、家に帰

りつけるかを想像できたか。 

 

【発展問題】 

自分たちの住んでいる地域には、地名や記念碑など、防災に関する言い伝えなどがないか調べてみよう。

（ねらい）過去の災害から防災・減災を学ぶ。 

 

 

 

（指導上のポイント） 

◆地震発生時の初期対応として

｢落ちてこない・倒れてこない・

移動してこない｣場所を見つけ

出して身を寄せ、自分で自分の

身を守ることを指導する。 

◆揺れがおさまった後の、適切

な避難行動について、本冊 P6の

なまず博士の「ゆれがおさまっ

て、避難するときは・・・」を

参考に説明する。 

 また、ひとりで出かけて避難

した後、あるいは家族など同行

者と離れ離れになった後、どう

するかを考えさせる。 

【回答例】付近の大人や係員の

指示に従う。 

◆大雨が降っている等の悪天候

の場合や夜間における危険回避

方法についても指導する。 

・雨の日であれば、レインコー

トを着る。 

・夜間時であれば、懐中電灯を

持つ。 

《重要》 

火事は津波とともに代表的な二次災害であるこ

とから、必ず注意喚起を行う。 

また、ハンカチのほかにタオルや服を使っても

よいことを指導する。 

崖から離れる。 

 

崖の崩落 

 

 

高い場所へ逃げる。 

 

 

津波の発生 

頭を守り、割れたガ

ラスに気をつける。 
窓ガラスの破損 
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